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安倍川水害記録から学ぶ

長　島　　　昭
　最近，日本列島各地で梅雨期や台風襲来の時に大雨が降り，土砂崩れや洪水が発生している．思い
起こせば 40 年余前，七夕豪雨（台風第 8 号による梅雨前線豪雨）に見舞われた静岡市は大きな損害
を受けた．「災害は忘れたころにやってくる」という．市内を流れる安倍川も洪水を起こさないとは
言えない．そこで，過去に安倍川の起こした洪水をいろいろな資料から調べてみた．過去の災害記録
を辿ることで，将来に起こり得る災害への備えになればよいと考える．以下に，安倍川の水害が記録
された文献や碑の記述を要約して示す．

1 .「有功堤碑」（市立賤機中学校横）
　安倍川の左岸，福田ヶ谷の諸岡山の観音堂の前に「有功
堤碑」がある（図 1）．
　この碑文には，安倍川の特徴などの記述の後に，村を洪
水から守った横堤と大石（はねみず）が安政元年（1854 年）
11 月 4 日の大地震（安政東海地震 M8.4）で破壊されて初
めて洪水におそわれたことや，翌年 6 月 30 日に横堤全部

静岡市駿河区中田 1-4-5-1103

図 1．有功堤碑の写真と原文（筆者が石碑より書き写した．）
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が流失して大洪水が発生したことなどが書かれている．
　碑文によると，安政 2 年の洪水でこの横堤が流失し，下村・福田ヶ谷村・松富村・上下与右衛門新田・
伝馬町新田・籠上村・同新田・安西井宮村・安西村・同内外新田及片羽町・材木町・安倍町が被害を
受けたとある．この水害の後，江戸幕府は横堤をやめて縦堤を築くと住民に示した．住民は，昔から
横堤が有効であったから横堤にすることを願い出たが，住民の要望が聞き入れられず縦堤を築いた．
その結果，安政 3 年以後，毎年のように水害を受けた．明治 7 年 8 月 10 日，静岡県令（知事）らが来て，
縦横堤の利害を検討して横堤 30 間を造った．以後，明治 26 年まで洪水は起きなかった．永久に保存
されることを希望して，後世まで価値が失われることがないようにこの碑を建てたとの記述が見て取
れる．

　碑文に述べられているように，安倍川の曲がった所に足
久保川が合流し，大雨の時は激流が曲がった松崎山（安倍
川の曲がった所・右岸）に衝突して左岸に押し寄せる．こ
の地域の北方の静岡市水道局の裏山の凹所（ケルン：コル）
から安倍川右岸の千代に伸びる十枚山構造線（大崩・竜爪
層群と瀬戸川層群との境界）が安倍川を横断しているので，
この地域の地形について私見をのべると，このような安倍
川，足久保川の激流の合力によって鯨ケ池や諸岡山（残丘）
ができたのだろう．
　碑の横にある説明板には，「有功堤というのは，山脇か
ら諸岡山に繫がる堤防の内，諸岡山の自然堤を利用して，
仮定（ヒジマガリ）という堤防のつくりによって，そこに
一たん水を溜めて水流の勢いを弱めて下流に流す仕組みの
堤防」と書かれてある．また，この堤防の説明は，静岡市
葵区下町内会編（2008）でも図 2 のように説明されている．

2 ．文政 11 年（1828 年）の洪水
　山本半兵衛氏宅の古文書（松井，1914）より
　文政 11 年（1828 年）6 月 30 日，雨降続き午前
10 時頃から次第に大雨となって安倍川が 2 倍の
出水となる．同夜 12 時前後に満水となり，上流
の門屋村の堤防が切れ，下村・福田ヶ谷・松富・
菖蒲ケ谷・籠上の堤防が次々と崩れ，妙見下の「薩
摩土手」（図 3；図 12.A）も切れて，材木町・井宮・
片羽町が本瀬となり，続いて安倍町・桶屋町・馬
場町通りも本瀬となって，一部は浅間前から麻機
方面にも流れ，また北安東に入る．材木は残らず

図 2．諸岡山付近の堤防（静岡市葵区下町
内会編，2008 より許可を得て転載）

図 3．薩摩土手（写真中央）
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流れ，流木は上足洗・下足洗で拾われた．
　安西 5 丁目の堤防が切れ，木材置き場通りは本瀬となり，安西 5 丁目常夜灯上より切れ，往環通り
も切れ，外新田通りは切れ所 2 か所が 1 つになって外新田（現在の田町）の 2 本瀬となり，川越町の
堤防も切れ，弥勒町水神でも堤防が切れて被害がでた．これら堤防の切れた川筋は，中原・上島通り・
西脇・西島に向かった．中島正林寺上の堤防が切れ，中島外の田地は残らず流失，家屋も 8～9 軒が
流失した．
　松井（1914）によれば，安倍川右岸では向敷地の堤防 3 か所を破り，金山と徳願寺山の間を押し流
し，佐渡・鎌田と走って丸子川に合流，その勢いでそのまま海に流れ行った．被害は，内手越村で床
上 5 寸，沢渡村で床下 2 寸であった．羽鳥・山崎では堤防が切れ，山脇で家 7～8 軒が流失．町方よ
り来た屋根職人 7～8 人を含む 30～40 人が派遣された．
　当時，麻機池は満水のため，上土は場所により家の棟まで浸水し，2～3 日は滞水した．

3 ．大正 3 年（1914 年）安倍川大水害
　静岡地方気象台・静岡県産業気象協会（1980）によれば，大正 3 年 8 月 28 日に，小笠原諸島父島
南方海上を通過した台風は進路を本州に向けて北上し，29 日夜浜松へ上陸，新潟付近を経て根室方
面に向かった．総雨量は，安倍郡大河内村で 498mm，安倍郡大川村で 415mm に達し，最大風速は
浜松で 28.2m/s，沼津で 20.8m/s を記録している．
　静岡工事事務所（1914）によれば，この暴風雨で安倍川の増水が 5 尺（約 1.5m）近くとなり，29
日夜 9 時に非常招集が出された．10 時ころには，賤機村の有功堤が決壊し，門屋の堤防も 2 か所で
決壊して，濁流は賤機山沿いの集落を襲い，同 11 時には増水が 10 尺を越え，奔馬のような水勢は安
西 5 丁目の裏の薩摩土手，勘六水門（現在安倍川修堤碑のあるあたり）を破って，安西外新田（現在
の田町）を南下した．
　濁流は更に安西 5 丁目にも侵入し，番町・寺町・新通りと南下し，上石町・人宿町・梅屋町・平屋
町・下魚町・江尻町は全家が浸水した．また，安西に接する宮ケ崎・馬場町・呉服町と市の中心部を
浸水させ，東海道線を越えて駅南地区まで広がった．
　30 日午前 2 時頃より両替町通りは濁流が 30cm あまりの深さとなり，七間町通りは膝丈くらいに
なった．藤衛門町（現在の常磐町）より寺町通りに出ると，全家屋は床上 15～45cm 浸水した．一番
町は多量に浸水し，二番町は床上 39～45cm におよび，その被害は安西に次いで激しく，土手通りは
水深首丈以上のところもあり，大鋸町・屋形町・研屋町・車町・上大工町などは被害甚大，北番町は
濁流をまともに受け，床上浸水 30cm 以上あったという．結局，静岡市の旧市外の西半分が浸水した
のである．
　静岡市を流下した濁流は，大里村川辺・安倍川新田（現 南安倍川町付近）・中原・中野（新田）・中島・
西脇・西島を通過して海に入った．

4 . 写真に見る大正 3 年の災害
　大正 3 年の安倍川大水害により，静岡市の西半分（呉服町通りより西）が浸水した当時の記録写真
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の複写を見よう（図 4～11 は松井，1914 より転載，撮影場所は図 12 に示した．説明は静岡工事事務所，
1914 による）．

　（1）安西外新田（現在の田町）（図 4；図 12.1）：静岡工事事務所（1914）によると，救助船を避病
院（隔離病院）に向けて 3 回出したが，激流のた
め病院に到達できなかった．ようやく 4 回目に成
功．同院がこのような大洪水に少しの被害も受け
なかったのは，周囲の堤防に異常がなかったから
である．付近の田圃には家屋の破片，家具類が流
れてきたものが多かった．

　（2）安西 5 丁目秋葉山付近（図 5；図 12.2）：静岡工事事務所（1914）によると , 安西 4・5 丁目は
まだ減水せず，危険個所は軒下に太綱を継ぎ，こ
れを使って通行し，巡査派出所前には一本の丸太
を渡して交通しているが，ここは濁流の激しい流
れが来て，丸木橋は揺れて交通は非常に困難とな
り，そしてこの道は時々前日以上に増水すること
がある．
　安西 5 丁目の大村鍛冶店及び青木松太郎の商家
は半潰れとなり，5 丁目は只僅か 4，5 軒を残すの
みで，同町は全滅に近い．4 丁目も亦完全なる家

は多くないということで惨状は推し量ることができる．

　（3）安西 3 丁目付近（図 6；図 12.3）：静岡工事事務所（1914）には，「安西 3 丁目裏手の堤防の
決壊箇所があるので，安西 2 丁目では水深 4，5 寸，
3 丁目で 4，5 寸，4，5 丁目では臍丈（約 1m）」と
の記載がある．
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　（4）安西 2 丁目（茶業組合付近）の惨状（図 7；図 12.4）

　（5）新通川越町（図 8；図 12.5）：静岡工事事務所（1914）によると , 安倍川は非常に増水したた
め，安水橋も危険となり，その後落ちた．新通り
巡査派出所の巡査は 10 人と共に防護堤防に努め，
宮崎氏宅の表の堤防と安水橋の右側堤防の危険な
場所へ土俵を積み重ね必死に活動したが効果はな
く，惨害は免れなかったが，弥勒は 8 月 29 日午
後 10 時頃には水深が股下くらいとなり， 9 時半
ころ同所尾崎宅前にあった目通り 1 丈 4 尺（約
4.2m）の松の大木が吹き倒され，同家を隣家と
共に破損したが人身には被害がなかった．同所も

浸水した．

　（6）上石町付近の惨状（図 9；図 12.6）：静岡工事事務所（1914）によると , 上石町，人宿町，梅屋町，
平屋町（現常盤 2），江尻町（現常盤 2）などは全
家浸水 .
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　（7）梅屋町　長田呉服店角より宝台院を望む（図 10；図 12.7）：静岡工事事務所（1914）によると ,
番町は地盤が低く，安西へ近いため，全町にわた
り多量に浸水した．三番町は床上 1 尺 2, 3 寸（約
36～39cm）乃至 1 尺 5 寸（約 45cm）になったも
ので，被害は甚大で土手通りでは浸水首丈以上（約
1m40cm）の個所があり，ことに 1, 2, 3, 4 番町等
の土手通りに接していた三差路では，常に強い水
勢に加えていろいろな流下物が絶え間なくあって
危険だった．

　（8）七間町みどり亭付近（図 11；図 12.8）：静岡工事事務所（1914）によると，「（8 月 29 日）午
前 2 時より両替町通りには濁水 1 尺あまり，七間
町通りは膝丈位（約 30cm）になった為，各戸，戸，
障子，畳等を入り口に横たえて浸水を防ぎ，家財
道具を取り締めて万一の用意をしたものの大事に
は至らず，この界隈は 30 日午前 9 時ころになっ
ても減水せず，七間町 2, 3 丁目を西に行くにした
がって水量が多く（中略）各辻々には電柱に青竹
または綱を結び付けて歩行するありさまで，梅屋
町通り藤衛門町巡査派出所の床を洗い去られ，こ

の通りでは，水勢がとても強いため，手綱を手繰って通行しても，ともすれば，足元をすくわれて流
された人も数知れない（藤衛門町は現在の常磐町）．救助船が下石町より漕いできたが七間町通りに
押し流されて同町岩井屋ソバ屋の角に突きかかり，水路を遮断したため七間町 3 丁目は一時甚だしく
増水した．」とある．
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図 12．昭和建設株式会社（1953）の学習用地図　1/5000 に写真説明の推定位置を記入

Ａ　妙見下薩摩土手
Ｂ　安倍川修堤碑
Ｃ　屋形町
Ｄ　天神社
Ｅ　臨済寺
₁　安西外新田（現田町）
₂　安西 5 丁目秋葉山付近
₃　安西 3 丁目付近
₄　安西 2 丁目茶業組合
₅　新通り川越町
₆　上石町
₇　梅屋町長田呉服店
₈　七間町みどり亭
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5 ．静岡市の被害
　大正 3 年の安倍川大水害の静岡市の被害を「静岡市報第 20 号　大正 3 年 9 月 11 日」より拾うと，
次のようになる .（1914 年 8 月 29 日～30 日）
　浸水町数　92　　戸数 8263 戸　　床上浸水 6556 戸　　床下浸水 1707 戸
　流失 14 戸　　全壊 48 戸　　半壊 313 戸
　溺死男 21 人　女 21 人　負傷（内重症 2）男 28 人　女 50 人
　牛死亡成牛 2 頭　子牛 3 頭
静岡市周辺の村々（現静岡市）の被害も，次のように報告されている .
　千代田村　全壊 1　　半壊 2
　麻機村　　半壊 1
　賤機村　　死者 5　　行方不明 1　　流失家屋 38
　堤防決壊　門屋一番だし 25 間流失
　　　　　　門屋十三番だし下約 45 間決壊
　　　　　　下村有功堤 50 間流失
　　　　　　下村有功堤上 80 間流失
　　　　　　福田ヶ谷横堤 50 間流失　5 番だし流失
　　　　　　福田ヶ谷・松富境水神横堤 50 間流失
　　　　　　与一衛門新田約 70 間流失（150 間の記録もある）
　長田村　　堤防決壊 4（延長 350 間）
　美和村　　堤防決壊　油山 200 間流失
　服織村　　堤防決壊　慈悲野 150 間流失（延長 50 間）
　大里村　　瀕死 3　　堤防決壊 2
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6 ．安倍川修堤碑（図 12.B；図 13）
　この碑には，次のようなことが書かれている．大正 3 年（1914 年）8 月（29 日夜），連日の豪雨（台
風が浜松に上陸して新潟に向かった．雨量は大河内 598mm，大川 415mm）で，安倍川は与一右衛門
新田付近（勘六水門）堤防が切れ，梅屋町通りから宝台院門前めがけてものすごい勢で濁流が流れ出
し全市を水浸しにした．死者 45 名，負傷者 90 名，流れた家およそ 1000 家屋などの被害が出た．
　湯浅知事は，惨状を目の当たりにして深く心配し，堤防の低く薄い場所は高く厚くするという復旧

工事案を県議会に提出した．しかし，識者は，ま
ず現状を復旧し，堤防の増修のようなことは他の
時に行うのが良いとの考えを示し，その結果，議
会は知事の議案を否決した．湯浅知事は，「堤防
の増修は一日もゆるがせにできない」として内務
省に報告し，内務省の命令を受けて予定の工事を
決行し，堤防の高さを増し，厚さを倍にして完成
させた．この堤防で住民を安心させたのは湯浅知
事の力であると，その功績をたたえている．

安倍川修隄碑　　正二位勲一等石原健三篆額

静岡縣河川多矣　而安倍川源委十餘里　湍悍迅駛劃静岡市西端而南注　但以其潅漑區域不甚廣之
故之故隄防護岸之施設常在他河川之下焉　此其可憂也　大正三年八月大雨連日其廿九日北賤機村
有功堤之決潰也　暴怒奔激連破壊福田谷松富籠上諸隄遂衝潰所謂薩摩堤滔滔横溢殆浸静岡市大半
南氾濫於大里村患害所被死者四十五傷者九十流屋凡一千浸水一萬餘戸田園流没者百八拾餘町歩何
其慘也　縣知事湯淺君親目撃其状深憂之謂宜速施復舊工事隄防薄之處加増修乃具案付縣會之議當
時議者以爲工事姑止復舊如其増修則譲之他日　湯淺君日増修亦不可一日緩也　遂禀申内務省決行
豫定工事増卑倍薄能成是隄沿岸居民得安其堵者是君之也　然是一時應急之施設而非百年安固之長
計也　蓋安倍諸峰土質疎鬆毎大雨至沙礫流出年年堆積河身高於平地而静岡市常有被衝背後　之患
此識者所憂而不措也　今茲甲子有志者相謀欲建石勒其事以傳湯君功績併諗爲後圖者徴文於予予廼
承其意而記梗□ ( 概と同字 ) 云
大正十三年八月
　　　　　　　羽田勝撰文　松齋奈良嘉書
梗概（コウガイ）あらましの意味　石碑の字体は「木きへん」が「脚部」に書かれている．

図 13．安倍川修隄碑の写真と原文（筆者が石碑より書き写したもの）
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7 ．まとめとして
　安倍川は昭和 50 年ごろ，河床の砂礫が減少（コンクリートの骨材として利用）して，橋の橋脚の
根元が削られるような状態となり，砂礫の最終採取を禁止していた．先ごろ，三保海岸の補修のため
下流部の川床の砂礫を採取したが，河床は高くなってきていると考えられる．
　堤防は改修しない限り，高さは高くならないが，河床は上流の崩壊地からの土砂の堆積で高くなり，
洪水を起こしやすくなる．最近の梅雨期や台風襲来時の大雨で，北九州や広島，岡山などで，土石流
や山崩れを引き起こし，川の流路の不整備によって洪水も起こしている．以上のような被害を知って，
私たち静岡人は「安倍川の洪水」に関心を持ち，「その時への備え」をしておくのがよいと思います．

＊本稿は，筆者の原稿をもとに静岡県地学会中部支部の青木克顕・松本仁美・久保田実会員が編集し
たものである．資料の検索や編集にあたり，静岡大学理学部の佐藤慎一先生にご指導ご助言を賜りま
したことを，ここに深く感謝申し上げます．（青木克顕）

引用文献
松井秀文（1914）：大洪水紀念写真帖．いなづま広告社，25p. 国会図書館デジタルコレクション」で

閲覧可能（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/933602）．また，「七間町名店街オフィシャルサイト」
内の「七間町物語」でも，同じ写真を見ることができる（http://7town.jp/modules/contents/
index.php?content_id=25）．

昭和建設株式会社（1953）：静岡市地図 1/5000．
静岡地方気象台・静岡県産業気象協会（1980）：静岡県異常気象災害誌：静岡県気象百年誌．静岡県

産業気象協会，560p.
静岡工事事務所（1914）：安倍川沿革誌：大正三年安倍川大水害．静岡工事事務所，23p.
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（添付資料）
1 ．安倍川と静岡平野
　安倍川は，山伏（2,037m），八紘嶺（1,917m），安倍峠（1,410m）など安倍奥の山々より流れ下る急流で，
流れの延長は約 50km で，流域面積は 580km2（本県第 4 位），傾斜は平均 4% で，県内 4 大河川（天
竜川・大井川・富士川・安倍川）の中で最も大きい．
　静岡平野は，約 6,000 年前の高海面時代（縄文前期）以降に，安倍川や藁科川が運んだ砂礫が堆積
してできた平野である．この平野は，賤機山南端の浅間神社の赤鳥居（標高約 33m）を要とする扇
状地部と，海岸沿いに堆積した東西から形成された砂礫州と砂丘とそれらの間の低地から成っており，
賤機山の東側には低地（麻機低地）があり，巴川が流れ出して清水港に注いでいる．
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2 ．安倍川は静岡平野をどのように流れていたか
　静岡平野には数多くの遺跡がある．登呂遺跡は，昭和 18 年（1943 年）軍需工場建設のため田畑
を 1m 位掘り下げたところ，発見された弥生後期の遺跡である（住居，倉庫，水田跡，森林跡など）．
長沼北曲金遺跡（JR 東静岡駅付近）からは，田畑の下から弥生～古墳時代の水田跡，奈良～平安時
代の東海道（道幅 9m），中世の水路跡などが発掘された．このように田畑の下から遺跡が発見され
るのは，過去に安倍川が大洪水を起こしたことを物語る．

3 ．万葉集の中に見る安倍川と安倍の市
・坂越えて阿部の田面に居る田鶴のともしき明日さえかも（静岡市立長田南中学校に歌碑あり）
・焼津辺に吾ゆかしかば駿河なる阿部の市にあいし児等はも（静岡浅間神社石鳥居脇公園南東隅にあり）
　先の歌からは，安倍川の周辺には水田が広がり，鶴が居るのが坂の上から見えるという情景が思い
浮かばれる．
　次の歌からでは，阿部の市がどこにあったか？ということが気になる．
　安倍の市がどこにあったかははっきりとわからないが，静岡浅間神社の赤鳥居と安西 1 丁目の間に
安倍町がある．赤鳥居から東に安東があるので，安倍川は安西と安東の間，つまり安倍町辺りを流れ
ており，その川原に阿部の市があったのであろうと推測できる．呉服町の静岡銀行本店の東側にある
天神社は , 静鉄安西線延長のため現在の所へ移転したもので，昔は「川中天神」といわれ，川の中州
にあったという．この川は安倍川であると推測される．

4 ．徳川家康と安倍川の堤防
　（1）霞堤（かすみてい）：徳川家康が大御所となって駿府城を改築するに当たって，城と城下町の

西側を流れる安倍川の水害から防がなければなら
ず，城を守る堤防を築く大土木工事を慶長 10 年

（1605）に始めた．妙見下から 200 余間（1 間は
1.8m），高さ 3 間，馬踏 6 間，敷 16 間の堤防を
造り，安倍川の流れを藁科川に合わせた．この堤
防は島津家の功役によって築かれたので「薩摩土
手」と言われている（図 14；静岡県教育委員会
文化課編，1988）．
　薩摩土手のように，川沿いの山に接して堤防を
築き，次第に川沿いに伸ばし , 下流側に同様な堤
防を造って洪水の力をそぐように建設された堤
を「霞堤」と呼ぶ（静岡県教育委員会文化課編，
1988）．

図 14．安倍川と駿府城（静岡県教育委員会文化課編，
1988 を許可を得て転載）．
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5 ．安倍川沿革誌
　大正 3 年（1913）の水害は，静岡工事事務所（1914 年）には次のように記されている．
　静岡市の今回の大浸水惨状は今まで予期しなかった不慮の惨禍というべきではない．
　既に安倍奥の山林崩壊地は 600 余カ所の多くになり，年々安倍川の河床を高め，しかも堤防は漸次
改修を必要とする所が少なくなく，去る明治 43 年以来安倍郡内各町村長，静岡市長は度々貴衆両院
に請願を提出したが工事が着工されず，水害予防組合は，工事個所の実地調査をし，「安倍川は年々
土砂の堆積量が多く，河床が高まっているのに改修堤防を除いて旧式の堤防が多く，ほんとうに脆く
弱くてあぶなっかしい．ひとたび洪水が起きて激流が衝突すれば破堤の不幸は免れることはむずかし
いと感じ，以下の個所を本年度中に丈夫に築くことは最も必要である .」云々といった陳情書を提出
して 20 数個所の急施工事を要求したが，今回の切れ口である安西上川辺水門東方 50 間，安西外新田，
川辺水門 42 間の 2 個所は当時急施工事を要するものの中に数えあげてあったという．このような状
態の時台風が襲ったことになる．


